
　
障
害
や
認
知
症
で
判
断
力
が
十
分
で
な
い
人
の
財
産
管
理
や
意
思
決
定
を
支
援
す
る

「
成
年
後
見
制
度

」
を

巡
り

、
最
高
裁
は
全
国
の
家
庭
裁
判
所

（
家
裁

）
に

、
後
見
人
の
報
酬
算
定
方
法
の
見
直
し
を
促
す
通
知
を
出

し
た

。
後
見
人
の
実
際
の
業
務
量
に
応
じ
た
算
定
に
改
め
る
こ
と
が
柱

。
現
在
は
後
見
を
受
け
る
人
の
資
産
に

応
じ
た
定
額
報
酬
が
一
般
的
だ
が

、

「
仕
事
を
し
て
い
な
く
て
も
報
酬
が
高
い

」
な
ど
の
批
判
に
配
慮
し
た

。

低
迷
が
み
ら
れ
る
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
狙
い
も
あ
る

。

　
成
年
後
見
制
度
で
は

、
家
裁
が
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
や
親
族
か
ら
後
見
人
を
選
ぷ

。
後
見
人

は
財
産
管
理
と

、
日
常
生
活
の
状
況
に
配
慮
し
て
介
護
や
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
す
る

「
身
上
監
護

」
を
担

う

。
報
酬
は
後
見
を
受
け
る
利
用
者
が
支
払
う

。
認
知
症
高
齢
者
は
2
0
2
5
年
に
は
約
７
０
０
万
人
で

、

1
2
年
の
Ｉ
・
5
倍
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が

、
成
年
後
見
の
利
用
は
こ
の
伸
び
に
追
い
つ
き
そ
う
に
な

い

。

　
最
高
裁
に
よ
る
と

、
報
酬
に
全
国
統
一
基
準
は
な
く

、
個
々
の
裁
判
官
が
後
見
制
度
利
用
者
の
資
産
額
な
ど

を
考
慮
し
て
額
を
決
め
て
い
る

。
大
半
の
家
裁
は
報
酬
額
の
目
安
を
公
表
し
て
い
な
い
が

、
東
京

、
横
浜

、
大

阪
の
各
家
裁
は
基
本
報
酬
を
一
律
月
２
万
円
と
公
表

。
管
理
資
産
額
が
増
え
る
と
増
額
さ
れ
る
が

、
実
際
の
後

見
業
務
の
量
は
あ
ま
り
考
慮
さ
れ
て
い
な
い

。
後
見
人
を
務
め
る
専
門
職
側
か
ら
も

「
支
援
が
難
し
い
ケ
Ｉ
ス

で
は
労
力
に
見
合
わ
な
い

」
と
批
判
が
出
て
い
た

。

　
最
高
裁
の
通
知
で
は

、
業
務
量
を
問
わ
ず
一
律
の
額
に
し
た
り

、
資
産
額
を
基
準
に
し
た
り
す
る
計
算
方
法

は
採
用
し
な
い
と
明
示

。
個
別
の
事
務
ご
と
に

「
標
準
額

」
を
定
め
る

。
事
務
の
手
間
や
事
案
の
複
雑
さ
と

い

っ
た
個
別
事
情
に
応
じ
て
加
算
す
る
一
方

、
報
告
書
の
提
出
が
遅
れ
た
場
合
な
ど
は
減
算
す
る

。
今
と
比
べ

報
酬
が
増
減
す
る
か
は

、
個
別
の
事
案
に
よ

っ
て
異
な
る

。
日
常
忠
眉
に
関
わ
る
身
上
監
護
な
ど
に
も
高
い
評

価
を
求
め

、
日
常
生
活
の
安
定
を
目
指
す

。
今
後

、
全
国
の
家
裁
が
通
知
を
参
考
に
し
て

、
新
た
な
算
定
基
準

策
定
を
検
討
す
る

。

解
説

　
成
年
後
見
人
へ
の
報
酬
見
直
し
を
促
す
最
高
裁
の
通
知
は

、
利
用
者
側
と
後
見
人
を
務
め
る
専
門
職
側
双
方

の
批
判
に
応
え

、
後
見
人
へ
の
報
酬
の
在
ひ
方
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で

、
一
定
の
評
価
を
す
る
声
は
あ
る

。

　
だ
が

、
最
高
裁
は
考
え
方
を
家
庭
裁
判
所

（
家
裁

）
向
け
に
通
知
し
た
も
の
の

、
最
終
的
に
は

「
独
立
し
た

個
々
の
裁
判
官
の
判
断

」
だ
と
し
て
い
る

。
算
定
基
準
を
設
け
る
か
や

、
基
準
を
公
表
す
る
か
は
各
家
裁
に
委

ね
ら
れ
る

。
最
高
裁
は
通
知
自
体
も
公
表
し
な
い
姿
勢
で

、
報
酬
額
の
決
定
過
程
は
不
透
明
だ

。

　
一
方

、
最
高
裁
は
通
知
内
容
を
日
本
弁
護
士
迎
合
会
や
日
本
社
会
福
祉
士
会
な
ど
専
門
職
団
体
に
は
示
し

、

利
用
者
側
は
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
い
る

。
知
的
障
害
者
と
家
族
の
支
援
団
体
　

「
全
国
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

運
合
会

」
の
田
中
正
博
統
括
は

「
報
酬
基
準
が
示
さ
れ
な
け
れ
ば
利
用
し
づ
ら
い

。
検
討
過
程
に
当
事
者
を
加

え

、
一
律
の
基
準
を
示
す
べ
き
だ

」
と
透
明
化
を
求
め
る

。

　
日
本
社
会
福
祉
士
会
か
ら
も
　

「
支
援
の
実
態
と
報
酬
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
が

、
家
裁
が
個
々

の
報
酬
算
定
を
担
う
の
は
難
し
い
の
で
は

。
裁
判
所
か
独
自
に
報
酬
を
決
め
る
今
の
仕
組
み
が
い
い
の
か
議
論

す
べ
き
だ

」
と
の
指
摘
か
あ
る

。
今
後

、
成
年
後
見
制
度
の
利
用
を
進
め
る
う
え
で
も
開
か
れ
た
議
論
が
求
め

ら
れ
て
い
る

。
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